
第15回著作物複製実態調査

説明会

調査主体：公益社団法人 日本複製権センター（JRRC）
調査実施：一般社団法人 日本能率協会（JMA）

2024年8月21日（水） ①11：00～、②14:00～
2024年8月27日（火） ③11：00～、④14:00～
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１ 調査について

 本調査は、貴団体と締結させていただいている「著作物複写利⽤許諾契約書」
「著作物複写及び電磁的複製利⽤許諾契約書」第5条に規定する実態調査です。

 本調査はサンプル調査であり、ご協⼒いただく⽅は、JRRCのご契約者の中か
ら無作為に抽出しております。ただし、連続でご協⼒をいただくこととなり、
特定の⽅の負担が⼤きくならないようにしております。

 調査結果は統計的に処理され、個々の調査内容が外部に漏れることは⼀切あり
ません。

 本調査は、JRRCの契約の遵守を確認するものではなく、複製の記録をご提供
いただくことで、使⽤された著作物の著作権者に使⽤料を適正にお渡しする
ことを⽬的としています。

 JRRCの許諾範囲を超える利⽤をされる場合（JRRCの管理著作物以外の媒体の
利⽤、JRRCと契約している複製範囲・共有範囲を超える利⽤）には、著作権
者に許諾を得て著作物を利⽤していただきますようお願いいたします。
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（参考）JRRCの許諾範囲について

１．⽇本国内の著作物で、JRRCが管理している著作物であること。
なお、主な分野は以下のとおり。
・書籍、単⾏本
・学術雑誌
・雑誌、定期刊⾏物
・新聞

２．紙から紙、もしくは紙から電磁的媒体（PDF等）への複製であること。

３．複製の範囲が、⼩部分、少部数、⼩規模であること。
・⼩部分︓出版物全体の30％⼜は60⾴のいずれか少ない⽅を超えないこと
・少部数︓紙から紙への複製が、20部以内であること
・⼩規模︓電磁的複製された著作物の利⽤者が30名以内であること

●JRRCの許諾範囲は、以下の１〜３の全てを満たすものです。

●新聞のクリッピング*に該当する複製は、JRRCの許諾範囲外です。

※管理著作物DB検索 https://www.jrrc.or.jp/bibliography/search/
JRRCの許諾範囲内の複製か否かの判断が難しい場合や不明な場合は、

ご報告いただいた上で、JRRCにて判断させていただきます。

*新聞の記事を、組織的・継続的・反復的に複製し、情報共有等のために会社等の組織内で利⽤すること。⼀媒体
の記事を、同⼀組織または同⼀部署の中で、概ね⽉５記事以上利⽤する場合は、クリッピングに相当します。
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１ 調査について

 皆様にご契約いただいている「包括許諾契約（簡易⽅式）」は、ご利⽤された
著作物等のご報告を不要とし、従業員数や役職員数のご報告をもって、JRRC
の管理する著作物がご利⽤いただける契約です。そのため、皆様の組織でどの
ような著作物が利⽤されたのか、把握ができません。

 しかし、本来、著作物を利⽤する際には、利⽤する著作物の対価を著作権者に
⽀払う必要があります。そのため、皆様からいただいた使⽤料は、できる限り
利⽤実績に沿って権利者に⽀払う必要があります。

 そこで、本調査を実施し、今回ご協⼒いただく皆様に⼀定期間複製の記録を
取っていただき、それをJRRCにご提供いただくことで、その集計データを元
に、権利者の⽅に著作物の利⽤実績に応じた使⽤料の⽀払い（分配）を⾏うこ
とが可能となります。

 したがって、本調査で皆様からご提供いただく資料は、権利者に適正な分配を
⾏うための重要な資料となります。

 お忙しいところ⼤変恐縮ですが、ご協⼒のほど、どうぞよろしくお願いいたし
ます。
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２ 調査の概要

調査は、①紙調査と②タブレット調査があります。それぞれの調査
の概要については、以下のとおりです。

①紙調査
 コピー機でコピー（紙への複製）を⾏う際、1部追加でコピーを
⾏ってください。

 追加分をとりまとめ、JRRCまで送付してください。
（例︓2部コピーを⾏う場合、3部コピーし1部をJRRCに送付）

 コピーや送付に必要となる費⽤については、JRRCにご請求
ください。

②タブレット調査
 コピー機でコピー（紙への複製）⼜はスキャン
（PDF等への電磁的複製）を⾏う際、コピーをとる
媒体をタブレットで撮影してください。

 タブレットは、JRRCから貸与します。
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対象：全てのご契約者様

対象：5節のご契約者様



３ 調査の流れ
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調査は、概ね以下のスケジュールで⾏います。
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スケジュール❶︓調査対象部⾨の選定

調査を⾏う部署は、貴団体の中で次のとおり選定を⾏ってください。

■可能な限り、次の各部⾨のコピー機を含む形で選定してください。
①内勤部⾨（総務、⼈事、経理、広報等）
②外勤部⾨（営業、販売等）
③研究開発部⾨、マーケティング部⾨

■該当しない部⾨がある場合は、他の部⾨のコピー機でも構いません。

■2部⾨にまたがってコピー機が設置されている場合は、そのコピー機を
1箇所とし、合計2箇所分の選定をお願いいたします。
（例）内勤・外勤部⾨共同でコピー機を利⽤している場合は、

内勤・外勤部⾨で合計2か所分の選定をお願いいたします。

４ 調査対象部門の選定
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５ 連絡票の送付

スケジュール❷︓連絡票の送付

調査対象部署が決まりましたら、選定した部署及び担当者並びに
調査実施希望期間を記⼊の上、JMAに連絡票を送付してください。
なお、調査票には紙調査⽤とタブレット調査⽤がありますので、選

択される調査⽅式に応じたものを使⽤してください。

調査期間は、原則として以下のとおりです。これ以外の⽇程を希望
する場合は、JRRC、JMAに相談をお願いいたします。

■調査実施期間 2024年9⽉30⽇（⽉）〜2024年12⽉20⽇（⾦）
＜紙調査＞ 上記のうち、任意の連続する3週間
＜タブレット調査＞ ①9⽉30⽇（⽉）〜10⽉18⽇（⾦）

②10⽉28⽇（⽉）〜11⽉15⽇（⾦）
③12⽉2⽇（⽉）〜12⽉20⽇（⾦）
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５ 連絡票の送付

＜ご記⼊いただく連絡票＞
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※連絡票には「紙調査⽤」と「タブレット調査⽤」が
ありますので、ご希望する調査に対応する連絡票を
ご選択ください。

※連絡票は郵送にてお送りしているほか、JRRCのHPから
ダウンロードしていただくことも可能です。

紙調査用



５ 連絡票の送付

＜ご記⼊いただく連絡票＞
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タブレット調査用

※連絡票には「紙調査⽤」と「タブレット調査⽤」が
ありますので、ご希望する調査に対応する連絡票を
ご選択ください。

※連絡票は郵送にてお送りしているほか、JRRCのHPから
ダウンロードしていただくことも可能です。



6 調査の実施

①コピーを⾏う
際、1枚追加
でコピー

②出版物名、
著作物名、
著者名等が
不明の場合、
それを記⼊

③コピー⾴数
コピー部数
（共有予定
数）等の記
⼊

④投函箱に⼊
れる

スケジュール❸︓調査の実施

調査期間中、従業員の皆様には、次の⼿順に従って複製の記録をお
願いいたします。

②コピーを⾏った
ら、タブレット
のアプリを起
動し媒体を撮
影

①コピー機の近
くにタブレットを
設置

③コピー⾴数
共有予定数
等の⼊⼒

④タブレットを元
に戻す

＜紙調査＞

＜タブレット調査＞
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7 情報の記入方法①

20電 コピーした部数（電磁
的複製の場合は共有予
定数）を記⼊してくだ
さい

電磁的複製（PDF等）の
場合、「電」を記⼊して
ください

コピー部分だけでは媒体
名が不明な場合、媒体名
を記⼊してください

＜紙調査・新聞の例＞
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↑上記コピー例では、わかりやす
くするため記事の部分のみ切貼し
ていますが、実際のコピーでは紙
⾯全体がコピーされます。



7 情報の記入方法②

コピー機でコピー（複写）⼜は
スキャン（電磁的複製）を⾏った後、
タブレットの「JRRCアプリ」を

起動し、スキャンした
ページの撮影と必要事項
の⼊⼒を⾏ってください。

＜タブレット調査・書籍の例＞
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8 調査結果の送付

調査が終了しましたら、調査コピー⽤紙／タブレット（調査結果）
をJRRCにお送りください。
紙調査の場合は、部⾨別に区別して、投函箱をそのまま、あるいは

枚数が少ない場合は、まとめて封筒で送付いただいても構いません。

タブレット調査の場合は、受領時の段ボールにタブレットを⼊れご
返送ください。

JRRCへ（着払い）または

JRRCへ（着払い）
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9 ポスターの活用

JRRCのHP
（jrrc.or.jp/chousa/)
に、左のような調査の
流れなどを表したポス
ター（PDFファイル）
を掲載しています。
配布または印刷して

コピー機のそばに掲⽰
する等ご活⽤ください。
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質疑応答

・ご質問がある⽅は、zoomの挙⼿機能により挙⼿をお願い
いたします。
・挙⼿を確認いたしましたら、JRRC事務局より順次、指名
をさせていただきますので、ご質問をお願いいたします。

・zoomのQ&A機能を⽤いて質問をいただいても結構です。

・時間が限られていますので、全てのご質問にお答えできな
い場合がございます。
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